
事業実施主体
・畜産農家・食肉処理施設・食肉流通事業者の３者によるコンソーシアム

１ 畜産農家（５戸以上）、食肉処理施設（２施設以上）、食肉流通事業者は、必須
の構成員。

２ コンソーシアムの運営を行うための事務局を設置し、代表者、事務・会計処理の
方法等を明確にしたコンソーシアム規約を定めていること。

３ 施設整備を行う者は、コンソーシアムの構成員のうち法人格を有する整備後の食
肉処理施設の所有者であること。

＜主な留意事項＞

コンソーシアム計画

ア 生産・流通体制強化に関する以下の計画
ａ 安定的集出荷、処理、販売計画
ｂ 輸出拡大計画（輸出向け出荷量５％以上増加注）
ｃ 消費者ニーズを反映する生産体制推進計画
ｄ 生産者の顔が見える販売体制推進計画

イ 食肉処理施設の再編合理化に関する以下の計画
ａ 施設稼働計画（処理能力、処理量、稼働率、欧米並みの衛生管理）
ｂ 経営安定計画（と畜・加工料金設定、人材育成・後継者確保方針）
ｃ 食肉処理･加工･流通コストの低減計画（省力化､加工技術の向上､物流協業化）
ｄ 災害時や施設メンテナンス時の対応計画

注：新規又は直近年の輸出実績がない場合は、「TPP11参加国､EU､米国」のいずれの国への輸出を新規で実施

その他
１ 再編合理化とは、コンソーシアム内の2施設以上の食肉処理施設の統合又は機能再

編による業務の効率化・高度化、専用施設化を図る取組。

２ 整備後の１日当たりの処理能力頭数（肥育豚換算）は、１コンソーシアムにつき、
おおむね1,000頭以上。

そのうち、施設整備の補助対象は１施設につき、おおむね700頭以上。

ただし、県内１施設の食肉処理施設と他県の食肉処理施設を再編し、かつ、地域の増頭計画に対応
して処理頭数を増頭する計画等の場合、おおむね500頭以上の規模も補助対象になり得ます。

・コンソーシアム計画は、以下の全てについて明記｡ (計画期間は５年度間以上)

【お問い合わせ先】

農林水産省 生産局 畜産部 食肉鶏卵課 03 - 3502 - 5989
予算額 令和２年度予算概算決定額 ３０億円

令和元年度補正予算額 ５０億円の内数

食肉流通再編・輸出促進事業のうち

食肉処理施設の再編整備について

和牛の増頭、国産食肉の生産・流通体制の強化及び輸出
拡大を図るため、コンソーシアム計画に基づき実施する
複数の食肉処理施設の再編合理化による業務の効率化・
高度化等を支援します。
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【支援内容】

① コンソーシアムの推進（補助率：定額）
畜産農家・食肉処理施設・食肉流通事業者の３者でコンソーシアムを

組織し、国産食肉の生産・流通体制の強化及び食肉処理施設の再編合理化
に関する計画を記載する５か年計画を策定するための協議会の開催、調査、
研修等の取組を支援します。

② 食肉処理施設の整備（補助率：１/２以内）
①の計画に基づく食肉処理施設の整備、機械導入等を支援します。

※①のコンソーシアム推進事業と②の⾷⾁処理施設整備事業は⼀体的に取り組む必要があります。



食肉処理施設の再編合理化についての取組イメージ
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労働力不足で稼働率
が上げられない。

統合による施設整備により
衛生水準向上！コスト低減！

牛の処理頭数が少なく
２ラインを稼働させるのは非効率

豚の集荷・処理頭数が少なく
経営的に厳しい

牛専用化で
輸出にも取り組む！

豚専用化で集荷安定！
配送センターの一元化で流通安定！

例１：食肉処理施設の再編統合

例２：牛又は豚の専用施設化による機能再編
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新たな市場開拓をしたい

豚肉を輸出したいとの声に対応できない。

輸出専用施設化で
輸出拡大！

施設整備による規模拡大により稼働率大幅ＵＰ！
災害時の連携協定等により国内流通の安定確保！

精肉加工施設導入で販路拡大！ 配送業務の協業化等により流通コスト低減！
災害時の連携協定等により出荷安定！

肉用牛、肉豚の生産基盤強化
に合わせ規模拡大をしたい

販売ルートが錯綜しており
流通コスト低減が課題
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例３：他県の食肉処理施設との機能再編

例４：輸出専用施設化による機能再編

精肉パックの要望があるが施設がない。

輸出施設の整備で輸出に取り組む！


